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〈
論
説
〉

フ
ラ
ン
ス
の
大
西
洋
貿
易
と
地
中
海
側
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク

│
産
業
の
発
展
と
穀
物
流
通
│

空　

由
佳
子

は
じ
め
に

　

一
七
八
七
年
、
フ
ラ
ン
ス
周
遊
の
旅
を
行
っ
て
い
た
ア
ー
サ
ー
・
ヤ
ン
グ
は
、

南
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
主
都
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
に
向
か
う
途
中
、
田
園

地
帯
に
見
事
な
麦
畑
が
広
が
る
様
相
を
そ
の
手
記
に
残
し
て
い
る）

1
（

。
フ
ラ
ン
ス

の
大
西
洋
貿
易
が
盛
ん
に
な
っ
た
時
期
に
、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
は
豊
か
な
穀
倉
地

帯
を
形
成
し
、
そ
こ
か
ら
の
穀
物
流
通
に
支
え
ら
れ
て
、
ボ
ル
ド
ー
と
マ
ル
セ

イ
ユ
は
世
界
的
な
貿
易
港
に
成
長
し
た
の
で
あ
る）

2
（

。
本
稿
は
フ
ラ
ン
ス
の
大
西

洋
貿
易
と
地
中
海
側
の
後
背
地
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
変
容
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

一
七
・
一
八
世
紀
に
フ
ラ
ン
ス
は
北
ア
メ
リ
カ
と
カ
リ
ブ
海
を
中
心
と
す
る

「
植
民
地
帝
国
」
を
築
き
、
イ
ギ
リ
ス
と
覇
を
競
う
列
強
に
成
長
し
た）

3
（

。
そ
の

大
西
洋
進
出
を
担
っ
た
海
港
都
市
は
大
き
く
発
展
す
る
が
、
繁
栄
の
影
で
貧
富

の
格
差
は
拡
大
し
、
不
作
は
食
糧
危
機
を
何
度
も
引
き
起
こ
し
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
食
糧
問
題
が
統
治
上
の
主
要
な
課
題
と
し
て
浮
上
す

る
。
そ
こ
で
争
点
と
な
っ
た
の
が
、
穀
物
の
生
産
・
交
易
と
食
糧
供
給
の
あ
り

方
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
植
民
地
と
を
軸
と
す
る
世
界
商
業
と

国
際
分
業
が
次
第
に
成
立
す
る
な
か
で
、
い
か
に
し
て
食
糧
の
安
定
供
給
を
確

保
し
つ
つ
経
済
を
発
展
さ
せ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
に
フ
ラ
ン
ス
は
直
面
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
五
世
紀
末
か
ら
進
展
す
る
世
界
経
済
は
、
ブ
ロ
ー
デ
ル
や
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス

テ
イ
ン
に
よ
り
、
中
心
を
な
す
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
従
属
す
る
周
辺
の
関
係
に

基
づ
く
シ
ス
テ
ム
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た）

4
（

。
こ
の
支
配
・
従
属
関
係
の
シ
ェ

ー
マ
に
限
界
が
あ
る
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
際
商
業
史
を
牽
引
し
て
き
た
ポ
ー

ル
・
ビ
ュ
テ
ル
や
深
沢
克
己
に
よ
っ
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

大
西
洋
貿
易
に
よ
る
ボ
ル
ド
ー
の
成
長
は
、
熱
帯
産
品
を
生
産
す
る
ア
メ
リ
カ

植
民
地
と
、
植
民
地
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の
生
活
必
需
品
の
供
給
地
に
し
て
熱
帯
産

品
の
販
路
で
あ
る
内
陸
の
後
背
地
と
の
相
互
依
存
関
係
に
支
え
ら
れ
て
い
た）

5
（

。

　

そ
の
一
方
で
、
近
世
の
国
際
商
業
に
関
す
る
研
究
は
、
海
港
都
市
と
貿
易
商

人
の
活
動
に
集
中
し
て
お
り
、
世
界
商
業
が
内
陸
に
与
え
た
影
響
に
ま
で
十
分

な
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い）

6
（

。
ま
た
、
地
中
海
地
域
で
は
一
六
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世
紀
後
半
に
復
興
し
た
香
辛
料
貿
易
が
オ
ラ
ン
ダ
に
よ
る
イ
ン
ド
洋
掌
握
を
契

機
に
衰
退
の
道
を
辿
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が）

7
（

、
深
沢
に
よ
る
マ
ル
セ
イ
ユ
の
レ

ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
史
研
究
は
、
近
世
の
地
中
海
貿
易
を
度
外
視
す
べ
き
で
は
な
い

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る）

8
（

。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
大
西
洋
貿
易
の
全
盛
期
に
お
け
る
フ
ラ

ン
ス
社
会
経
済
の
変
容
を
、
地
中
海
側
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
産
業
と
穀
物
流
通
を

事
例
と
し
て
捉
え
な
お
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
こ
で
は
比
較
史
の
方
法
を

と
り
、
三
つ
の
商
業
圏
（
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
港
と
後
背
地
、
地
中
海
の
港
マ
ル

セ
イ
ユ
と
レ
ヴ
ァ
ン
ト
地
方
、
大
西
洋
の
港
ボ
ル
ド
ー
と
ア
メ
リ
カ
植
民
地
）

の
相
互
関
係
に
注
目
し
な
が
ら
、
大
西
洋
貿
易
は
内
陸
の
経
済
活
動
や
食
糧
事

情
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
、
ま
た
貿
易
商
人
と
統
治
権
力
は
食
糧
を

確
保
す
る
た
め
に
穀
物
流
通
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
。

　

従
来
の
研
究
で
は
、
穀
物
供
給
の
問
題
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
民
衆
の
利
害
の
対

立
と
い
う
マ
ル
ク
ス
主
義
の
視
点
か
ら
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た）

9
（

。
し
か
し
、

地
域
の
支
配
層
に
あ
た
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
に
と
っ
て
、
商
業
上
の
利
益
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
住
民
へ
の
食
糧
供
給
も
、
地
域
の
発
展
や
秩
序

維
持
の
た
め
に
重
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、

穀
物
流
通
に
お
け
る
貿
易
商
人
の
位
置
づ
け
も
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
な

お
、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
経
済
に
関
し
て
は
、
ル
・
ロ
ワ
・
ラ
デ
ュ
リ
が
農
村
に
つ

い
て）

10
（

、
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
地
域
に
つ
い
て）

11
（

、
ラ
ル
ギ
エ
が
ナ
ル
ボ

ン
ヌ
地
域
に
つ
い
て
研
究
を
行
い）

12
（

、
す
で
に
豊
か
な
知
識
が
得
ら
れ
て
い
る
が
、

食
糧
供
給
に
つ
い
て
の
研
究
は
ま
だ
十
分
に
進
ん
で
い
な
い
。

　

本
稿
の
主
要
な
分
析
対
象
と
な
る
ラ
ン
ド
ッ
ク
は
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム

下
の
州
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
地
方
三
部
会
に
よ
る
自
律
的
な
統
治
が
存
続
す
る

一
方
で
、
モ
ン
プ
リ
エ
に
は
地
方
長
官
府
も
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
フ
ラ
ン
ス

南
部
の
広
大
な
地
方
は
自
然
環
境
の
異
な
る
諸
地
域
か
ら
構
成
さ
れ
、
内
陸
の

オ
・
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
と
地
中
海
側
お
よ
び
ロ
ー
ヌ
川
以
西
の
バ
・
ラ
ン
グ
ド
ッ

ク
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。
地
方
三
部
会
の
議
長
を
務
め
る
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
大
司

教
の
強
大
な
権
威
の
も
と
に
置
か
れ
、
宗
教
人
口
は
カ
ト
リ
ッ
ク
が
多
数
派
で

あ
っ
た
が
、
た
だ
ロ
ー
ヌ
川
以
西
の
山
岳
地
帯
セ
ヴ
ェ
ン
ヌ
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
以
下
の
調
査
の
た
め
、
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
市
参
事
会
議

事
録
、
オ
ー
ド
県
お
よ
び
エ
ロ
ー
県
古
文
書
館
の
文
書
群
Ｃ
に
収
め
ら
れ
て
い

る
地
域
経
済
に
関
す
る
覚
書
、
穀
物
取
引
に
関
す
る
法
令
、
往
復
書
簡
、
市
場

調
査
、
輸
出
記
録
を
史
料
と
し
て
用
い
る
。

第
一
章　

ふ
た
つ
の
海
と
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
港

　

一
五
世
紀
末
か
ら
活
発
化
す
る
探
検
航
海
と
世
界
商
業
の
展
開
に
よ
り
、
海

上
商
業
の
中
心
は
地
中
海
か
ら
大
西
洋
に
移
っ
た）

13
（

。
そ
の
一
方
で
、
地
中
海
世

界
で
も
伝
統
的
な
交
易
圏
に
お
け
る
活
動
が
続
け
ら
れ
た
。
地
中
海
側
に
位
置

す
る
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
港
は
、
大
西
洋
貿
易
の
波
を
受
け
つ
つ
、
そ
の
活
動
を

ど
の
よ
う
に
変
容
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

中
世
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
王
国
の
地
中
海
側
出
口
と
し
て
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の

港
が
海
上
商
業
を
担
っ
た
。
な
か
で
も
最
も
繁
栄
を
謳
歌
し
た
の
が
ナ
ル
ボ
ン

ヌ
で
あ
る
。
古
代
ロ
ー
マ
都
市
を
起
源
と
し
、
陸
（
ド
ミ
テ
ィ
ア
街
道
と
ア
キ

テ
ー
ヌ
街
道
）・
川
（
オ
ー
ド
川
と
ガ
ロ
ン
ヌ
川
）・
海
の
道
の
十
字
路
を
な
す

ナ
ル
ボ
ン
ヌ
は）

14
（

、
北
イ
タ
リ
ア
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
と
貿
易
協

定
を
結
び
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯
領
の
マ
ル
セ
イ
ユ
と
密
接
に
連
携
し
て
沿
岸
航

海
を
行
う
こ
と
で
、
交
易
活
動
の
範
囲
を
地
中
海
全
域
に
広
げ
た
。
さ
ら
に
、
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内
陸
の
陸
路
と
水
路
で
大
西
洋
の
港
ボ
ル
ド
ー
と
も
つ
な
が
り
、
地
中
海
と
大

西
洋
が
結
ば
れ
て
い
た）

15
（

。
こ
の
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
と
一
時
は
競
合
し
た
港
エ
グ
＝
モ

ル
ト
は）

16
（

、
一
四
八
一
年
に
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯
領
の
王
国
へ
の
併
合
に
伴
っ
て
マ

ル
セ
イ
ユ
と
ロ
ー
ヌ
川
沿
い
の
ア
ル
ル
、
ボ
ケ
ー
ル
、
リ
ヨ
ン
を
軸
と
す
る
地

域
に
新
た
な
交
易
中
心
地
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
で）

17
（

、
衰
退
の
道
を
辿
っ
た
。
ナ

ル
ボ
ン
ヌ
に
関
し
て
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
と
の
連
携
を
強
め
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
州

に
新
た
な
市
場
を
獲
得
す
る
こ
と
で
、
む
し
ろ
発
展
を
遂
げ
て
い
く）

18
（

。

　

す
な
わ
ち
、
海
上
商
業
に
お
け
る
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
港
の
位
置
づ
け
が
変
化

す
る
の
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
に
よ
る
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
掌
握
と
大
西
洋
貿
易
の

発
展
に
よ
る
の
で
あ
る
。

　

地
中
海
の
海
上
商
業
は
一
四
五
三
年
の
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
滅
亡
と
イ
ス
ラ
ム
支

配
の
拡
大
に
よ
り
一
時
的
に
停
滞
し
、
そ
の
た
め
大
西
洋
に
向
け
た
探
検
航
海

が
促
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
六
世
紀
後
半
に
は
レ
ヴ
ァ
ン
ト
経
由
の
香
辛
料
貿

易
が
活
気
を
取
り
戻
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
五
六
九
年
に
フ
ラ
ン
ス
と
オ
ス
マ

ン
帝
国
の
間
で
締
結
さ
れ
た
「
居
留
特
許
条
約
」
で
イ
ス
ラ
ム
地
域
と
の
交
易

が
再
び
可
能
に
な
る
と
、
マ
ル
セ
イ
ユ
は
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
で
繁
栄
し
始
め
、

一
六
六
九
年
の
王
令
に
よ
っ
て
自
由
港
に
指
定
さ
れ
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
地
方
と
の

貿
易
を
独
占
す
る
に
至
っ
た）

19
（

。

　

マ
ル
セ
イ
ユ
は
大
西
洋
に
も
進
出
し
、
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
る
。
フ
ラ
ン

ス
は
一
七
世
紀
に
重
商
主
義
政
策
の
も
と
で
北
ア
メ
リ
カ
と
ア
ン
テ
ィ
ル
諸
島

の
植
民
地
化
を
進
め
、
そ
の
延
長
線
上
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
メ
リ

カ
を
結
ぶ
大
西
洋
の
三
角
貿
易
と
、
植
民
地
産
品
を
再
輸
出
す
る
中
継
貿
易
を

構
築
し
た
。
マ
ル
セ
イ
ユ
は
す
で
に
ス
ペ
イ
ン
の
カ
デ
ィ
ス
を
介
し
て
ス
ペ
イ

ン
領
ア
メ
リ
カ
植
民
地
と
の
貿
易
に
参
入
し
て
い
た
が）

20
（

、
一
六
七
四
年
に
西
イ

ン
ド
会
社
（
一
六
六
四
│
一
六
七
四
）
が
解
散
す
る
と
、
ア
ン
テ
ィ
ル
諸
島
へ

も
進
出
し
始
め
た）

21
（

。
そ
の
後
、
一
七
一
七
年
四
月
の
開
封
勅
書
に
よ
っ
て
ア
ン

テ
ィ
ル
諸
島
と
の
貿
易
が
一
三
港
に
限
定
さ
れ
た
と
き
、
地
中
海
の
港
と
し
て

は
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
セ
ッ
ト
の
み
選
ば
れ
て
い
た
が）

22
（

、
一
七
一
九
年
二
月
の
開

封
勅
書
で
は
マ
ル
セ
イ
ユ
も
加
え
ら
れ
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
マ
ル
セ
イ

ユ
は
レ
ヴ
ァ
ン
ト
市
場
と
大
西
洋
市
場
を
結
び
つ
け
る
こ
と
と
な
り
、
一
八
世

紀
末
に
は
フ
ラ
ン
ス
第
二
の
貿
易
港
へ
と
急
成
長
を
遂
げ
る）

23
（

。
そ
の
活
動
の
中

心
は
、
葡
萄
酒
、
オ
リ
ー
ブ
油
、
石
鹸
、
蠟
燭
、
繊
維
製
品
な
ど
の
地
中
海
産

品
と
レ
ヴ
ァ
ン
ト
産
品
を
ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
供
給
し
、
砂
糖
、
コ
ー
ヒ
ー
、

イ
ン
デ
ィ
ゴ
な
ど
の
熱
帯
産
品
を
持
ち
帰
っ
て
、
地
中
海
各
地
や
レ
ヴ
ァ
ン
ト

地
方
に
再
輸
出
す
る
こ
と
に
あ
っ
た）

24
（

。
マ
ル
セ
イ
ユ
が
レ
ヴ
ァ
ン
ト
市
場
を
掌

握
し
、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
産
毛
織
物
の
取
引
を
独
占
す
る
と
、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の

商
人
は
こ
れ
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た）

25
（

。
し
か
し
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の
優
位
が
揺
る

ぐ
こ
と
は
な
く
、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
港
は
マ
ル
セ
イ
ユ
へ
の
従
属
を
強
め
、
内

陸
は
後
背
地
と
な
っ
て
そ
の
活
動
を
支
え
て
い
く
。

　

一
方
で
、
大
西
洋
貿
易
の
発
展
に
伴
っ
て
、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
港
に
と
っ
て

は
大
西
洋
寄
り
に
位
置
す
る
ボ
ル
ド
ー
と
の
関
係
が
よ
り
重
要
性
を
増
す
。
ボ

ル
ド
ー
は
中
世
か
ら
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
や
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
と
の
間
で
、
葡
萄

酒
と
毛
織
物
な
ど
を
交
換
す
る
南
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
貿
易
を
担
っ
て
き
た
が
、
一

七
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
葡
萄
酒
貿
易
の
発
展
と
並
行
し
て
大
西
洋
に
も
進
出

し
始
め）

26
（

、
一
七
一
七
年
に
は
ア
ン
テ
ィ
ル
諸
島
と
の
貿
易
港
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
て
一
八
世
紀
末
ま
で
に
、
ア
メ
リ
カ
植
民
地
と
の
貿
易
と
、
熱
帯

産
品
を
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
再
輸
出
す
る
中
継
貿
易
を
担
う
フ
ラ
ン
ス
第
一
の
港

へ
と
急
成
長
を
遂
げ
る）

27
（

。
こ
う
し
た
ボ
ル
ド
ー
の
活
動
を
支
え
た
の
は
、
内
陸
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の
豊
か
な
後
背
地
ア
キ
テ
ー
ヌ
（
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
・
ガ
ス
コ
ー
ニ
ュ
州
）
と
ラ

ン
グ
ド
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
ボ
ル
ド
ー
の
商
人
は
ア
ン
テ
ィ
ル
諸
島
に
繊
維
製
品
、

葡
萄
酒
、
穀
物
、
塩
漬
け
肉
、
果
実
を
供
給
し
、
帰
り
荷
と
し
て
熱
帯
産
品
を

持
ち
帰
り
、
そ
れ
を
内
陸
の
後
背
地
に
流
通
さ
せ
る
か
、
ま
た
は
北
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
再
輸
出
し
た）

28
（

。
ボ
ル
ド
ー
が
大
西
洋
貿
易
に
進
出
す
る
と
、
ラ
ン
グ
ド
ッ

ク
は
輸
出
品
の
供
給
地
と
し
て
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
植
民
地
産
品
の
販
路
と
し
て
、

大
西
洋
市
場
に
関
わ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
大
西
洋
側
と
の
交
易
が
活
発
化
す
る
と
、
新
た
な
交
易
路
が
整

備
さ
れ
た
。
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
で
は
一
七
世
紀
か
ら
貿
易
量
の
増
加
に
対
応
す
る

た
め
に
陸
路
と
水
路
の
建
設
が
進
む
が
、
そ
の
う
ち
最
も
重
要
で
あ
っ
た
の
が
、

一
六
八
一
年
に
開
通
し
た
「
大
西
洋
と
地
中
海
を
接
続
す
る
王
立
運
河
」（
ミ

デ
ィ
運
河
）
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
地
中
海
か
ら
大
西
洋
に
出
る
に
は
ス
ペ
イ
ン

支
配
下
の
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
を
通
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
関
税
の
コ
ス
ト
や
海
賊

遭
遇
の
危
険
を
回
避
す
る
た
め
に
内
陸
の
交
通
路
へ
の
要
請
が
高
ま
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
ボ
ル
ド
ー
か
ら
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
ま
で
は
ガ
ロ
ン
ヌ
川
が
流
れ
て
い
た

も
の
の
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
か
ら
地
中
海
ま
で
の
水
路
は
断
続
的
で
あ
っ
た
た
め
、

運
河
が
必
要
と
な
り）

29
（

、
こ
の
王
立
運
河
の
地
中
海
側
出
口
に
は
セ
ッ
ト
が
選
ば

れ
、
一
六
六
六
年
に
新
港
が
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
商
業

の
中
心
は
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
か
ら
ミ
デ
ィ
運
河
沿
い
の
港
、
セ
ッ
ト
と
ア
グ
ド
に
移

動
し
た
。
そ
れ
以
降
、
地
中
海
ま
で
最
短
の
距
離
に
あ
る
ア
グ
ド
が
、
ラ
ン
グ

ド
ッ
ク
や
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
産
品
を
ボ
ル
ド
ー
に
提
供
し
、
ま
た
ボ
ル
ド
ー
か

ら
熱
帯
産
品
を
受
け
取
っ
て
両
地
域
に
流
通
さ
せ
て
繁
栄
す
る
よ
う
に
な
る）

30
（

。

他
方
、
ミ
デ
ィ
運
河
の
出
口
に
選
ば
れ
な
か
っ
た
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
は
、
一
七
八
七

年
の
ジ
ョ
ン
ク
シ
ョ
ン
運
河
建
設
で
ミ
デ
ィ
運
河
に
つ
な
が
る
ま
で
不
利
な
条

件
に
置
か
れ
る）

31
（

。

　

か
つ
て
地
中
海
貿
易
の
主
要
な
担
い
手
で
あ
っ
た
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
港
は
、

大
西
洋
貿
易
の
発
展
と
マ
ル
セ
イ
ユ
、
ボ
ル
ド
ー
の
台
頭
に
よ
っ
て
海
上
商
業

に
お
け
る
中
心
的
な
役
割
を
失
う
が
、
ふ
た
つ
の
海
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
輸

出
品
の
供
給
と
い
う
新
た
な
使
命
を
見
出
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
港
の
活
動

の
変
容
は
、
内
陸
の
後
背
地
に
お
け
る
経
済
の
再
編
成
を
伴
っ
た
。

第
二
章　

ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
経
済
の
再
編
成

（
一
）
一
八
世
紀
の
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
産
品

　

一
八
世
紀
に
世
界
商
業
を
担
っ
た
マ
ル
セ
イ
ユ
と
ボ
ル
ド
ー
の
活
動
を
支
え

た
の
は
、
後
背
地
の
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
と
ア
キ
テ
ー
ヌ
の
豊
か
さ
で
あ
っ
た
。
ラ

ン
グ
ド
ッ
ク
経
済
は
こ
れ
ら
の
港
と
関
わ
る
こ
と
で
い
か
に
再
編
成
さ
れ
た
の

か
、
一
八
世
紀
に
地
方
長
官
区
で
作
成
さ
れ
た
覚
書
を
主
な
手
が
か
り
に
検
討

す
る
。

　

世
界
的
な
貿
易
港
へ
の
輸
出
品
の
供
給
地
と
な
る
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
経
済
の

特
徴
を
把
握
す
る
に
は
、
一
七
六
八
年
の
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
産
品
の
売
上
総
利
益

が
ひ
と
つ
の
指
標
と
な
る
（
図
一
）。
こ
れ
を
見
る
と
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
産
品
の

多
様
性
に
気
づ
か
さ
れ
る
が
、
な
か
で
も
繊
維
製
品
と
穀
物
が
最
も
大
き
な
利

益
を
生
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
ず
繊
維
製
品
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
毛
織
物
の
利
益
が
一
五
六
七
万
リ
ー

ブ
ル
に
の
ぼ
り
、
こ
れ
に
毛
織
帽
子
と
毛
布
の
利
益
二
七
万
リ
ー
ブ
ル
を
加
え

る
と
、
羊
毛
製
品
が
全
体
の
二
七
％
を
占
め
る
。
絹
製
品
は
生
糸
と
絹
織
物
の

利
益
は
合
わ
せ
て
一
一
五
〇
万
リ
ー
ブ
ル
で
あ
り
、
こ
れ
に
靴
下
、
レ
ー
ス
、

リ
ボ
ン
と
い
っ
た
絹
小
物
の
利
益
六
〇
五
万
リ
ー
ブ
ル
を
加
え
る
と
、
絹
製
品
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の
比
率
は
羊
毛
製
品
よ
り
多
い
三
〇
％
で
あ
る
。
農
産
物
に
つ
い
て
は
、
穀
物

の
利
益
が
一
五
九
八
万
リ
ー
ブ
ル
に
達
し
、
そ
の
割
合
は
全
体
の
二
七
％
と
羊

毛
製
品
に
匹
敵
す
る
。
葡
萄
酒
や
ブ
ラ
ン
デ
ー
も
五
〇
〇
万
リ
ー
ブ
ル
の
利
益

を
も
た
ら
し
て
い
る
が
、
全
体
の
九
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
か
つ
て
主
要

輸
出
品
で
あ
っ
た
青
色
染
料
の
パ
ス
テ
ル
は
五
万
リ
ー
ブ
ル
の
利
益
し
か
生
ん

で
お
ら
ず
、
そ
の
衰
退
が
確
認
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
で
は
繊
維
産
業
と
農
業
が
基
幹
産
業
と
し
て

繁
栄
し
て
お
り
、
地
域
経
済
の
成
長
は
輸
出
用
の
手
工
業
品
や
商
品
作
物
の
生

産
増
加
に
基
づ
い
て
い
た
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
産
業
が
ど
の
よ
う
に
発
展

し
た
の
か
検
討
す
る
。

（
二
）
繊
維
産
業
の
発
展

　

ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
は
中
世
か
ら
毛
織
物
の
産
地
だ
っ
た
が
、
繊
維
産
業
が

著
し
く
発
展
し
始
め
る
の
は
フ
ラ
ン
ス
の
海
外
進
出
が
本
格
化
す
る
一
七

世
紀
後
半
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
重
商
主
義
政
策

が
挙
げ
ら
れ
る
。
世
界
商
業
が
展
開
す
る
な
か
、
財
務
総
監
コ
ル
ベ
ー
ル

は
国
際
市
場
で
競
争
力
の
あ
る
輸
出
産
業
の
保
護
・
育
成
を
は
か
り
、
ラ

ン
グ
ド
ッ
ク
に
も
王
立
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
を
建
設
し
て
い
る
。
し
か

し
、
よ
り
重
要
だ
っ
た
の
は
民
間
の
力
で
あ
り
、
地
元
の
手
工
業
者
の
主

導
で
地
場
産
業
が
活
発
化
し
て
い
く）

32
（

。

　

ま
ず
、
伝
統
産
業
の
毛
織
物
が
復
興
す
る
。
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
で
は
中
世

か
ら
地
中
海
側
の
山
岳
地
帯
で
羊
の
放
牧
が
盛
ん
で
、
毛
織
物
の
一
大
産

地
で
あ
っ
た
。
一
六
世
紀
に
は
一
時
停
滞
し
た
が）

33
（

、
一
七
世
紀
後
半
に
な

る
と
王
権
の
保
護
を
受
け
て
再
び
繁
栄
し
始
め
る
。
コ
ル
ベ
ー
ル
は
重
商

主
義
の
立
場
か
ら
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
を
強
化
し
よ
う
と
、
ラ
ン
グ
ド
ッ

ク
の
毛
織
物
の
復
興
に
尽
力
し
た
。
一
六
六
六
年
に
カ
ル
カ
ソ
ン
ヌ
の
サ

プ
ト
王
立
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
、
一
六
七
七
年
に
ク
レ
ル
モ
ン
の
ヴ
ィ

ル
ヌ
ヴ
ェ
ッ
ト
王
立
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
を
設
置
し
、
オ
ラ
ン
ダ
と
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
呼
び
寄
せ
た
職
人
か
ら
技
術
を
学
び
、
上
質
の
薄
手
毛

織
物
を
製
造
す
べ
く
品
質
改
良
を
進
め
た
の
で
あ
る）

34
（

。
レ
ヴ
ァ
ン
ト
向
け

図 1　1768年ラングドック産品の売上総利益（単位：リーブル）

出典：AD Hérault, C 2949, Mémoire en 1768.
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毛
織
物
の
取
引
は
当
初
は
伸
び
悩
み
、
一
六
七
二
│
一
六
七
四
年
の
輸
出
数
は

二
二
一
二
反
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
コ
ル
ベ
ー
ル
の
死
後
に
成
果
が
現
れ
は
じ
め
、

一
六
九
八
年
に
は
三
二
〇
〇
反
に
達
し
た）

35
（

。
そ
の
後
も
王
立
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ

ュ
ア
は
発
展
し
、
一
八
世
紀
に
は
カ
ル
カ
ソ
ン
ヌ
と
ク
レ
ル
モ
ン
を
中

心
に
複
数
の
施
設
が
稼
働
し
て
い
た）

36
（

。

　

し
か
し
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
向
け
毛
織
物
の
成
長
の
よ
り
大
き
な
原
動
力

と
な
っ
た
の
は
民
間
の
活
力
で
あ
る）

37
（

。
一
七
六
八
年
の
覚
書
に
は
、
製

造
の
主
体
と
し
て
王
立
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
一
五
軒
に
加
え
、
民
間

の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
四
軒
、
一
一
の
ギ
ル
ド
に
属
す
る
二
五
〇
の

手
工
業
者
（
職
人
数
二
五
万
人
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
担

い
手
に
よ
り
八
万
反
の
毛
織
物
が
生
産
さ
れ
た
が
、
そ
の
約
半
分
は
カ

ル
カ
ソ
ン
ヌ
の
ギ
ル
ド
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た）

38
（

。

　

レ
ヴ
ァ
ン
ト
向
け
毛
織
物
以
外
に
、
一
般
用
毛
織
物
も
民
間
の
主
導

で
製
造
さ
れ
て
い
た
。
一
七
三
三
年
の
覚
書
に
基
づ
き
、
各
司
教
区
に

お
け
る
一
般
用
毛
織
物
の
生
産
者
数
を
地
図
上
に
示
し
た
の
が
図
二
で

あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
二
二
司
教
区
中
一
六
区
に
、
そ
れ
ぞ
れ
数
百

人
か
ら
多
い
所
で
は
一
〇
万
人
ほ
ど
の
生
産
者
が
お
り
、
産
地
は
都
市

か
ら
農
村
部
ま
で
各
地
に
広
が
っ
て
い
た）

39
（

。
一
般
用
毛
織
物
は
、
国
内

と
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
の
諸
外
国
に
向
け
た
並
質
毛
織
物
と
、

国
内
と
諸
外
国
に
加
え
て
ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
も
流
通
し
た
比
較
的
廉

価
な
小
織
物
に
分
け
ら
れ
る
。
並
質
毛
織
物
と
し
て
は
、
主
に
カ
ル
カ

ソ
ン
ヌ
と
そ
の
近
郊
リ
ム
ー
の
山
間
部
で
、
薄
手
の
セ
イ
ザ
ン
な
ど
が

製
造
さ
れ
た
。
生
産
量
は
一
七
四
四
年
に
二
万
五
〇
〇
〇
反
を
超
え
て

い
た
が
、
低
品
質
な
リ
ム
ー
産
の
ゆ
え
に
評
判
が
落
ち
、
一
七
六
八
年

に
は
八
〇
〇
〇
反
に
減
少
し
た）

40
（

。
ロ
デ
ー
ヴ
で
製
造
さ
れ
る
軍
服
用
で
厚
手
の

グ
リ
・
ブ
ラ
ン
も
需
要
が
大
き
く
、
一
七
六
八
年
の
生
産
数
は
一
万
五
〇
〇
〇

反
に
の
ぼ
っ
た
。
小
織
物
の
主
産
地
は
、
ロ
ー
ヌ
川
以
西
の
ジ
ェ
ヴ
ォ
ダ
ン
と

図 2　各司教区の一般用毛織物生産者数（単位：千人）

出典：AD Hérault, C 4678, Mémoire en 1733;  PÉLAQUIER, E., Atlas historique des États de Languedoc, 2014（Pier-

resvives）.
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セ
ヴ
ェ
ン
ヌ
で
あ
っ
た
。
ジ
ェ
ヴ
ォ
ダ
ン
は
薄
手
の
サ
ー
ジ
と
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
、

厚
手
の
カ
デ
ィ
ス
を
特
産
品
と
し
、
一
七
六
八
年
の
生
産
量
は
一
〇
万
反
に
の

ぼ
っ
た
。
セ
ヴ
ェ
ン
ヌ
で
も
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
が
一
七
六
八
年
に
八
〇
〇
〇
反
生

産
さ
れ
た）

41
（

。

　

こ
れ
ら
の
一
般
用
毛
織
物
は
、
生
産
量
の
み
な
ら
ず
販
売
額
に
お
い
て
も
重

要
な
割
合
を
占
め
た
。
一
七
六
八
年
の
毛
織
物
の
利
益
の
う
ち
、
四
五
％
は
レ

ヴ
ァ
ン
ト
向
け
毛
織
物
に
よ
る
も
の
だ
が
、
残
る
五
五
％
は
一
般
用
毛
織
物
が

占
め
て
い
る）

42
（

。
つ
ま
り
、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
で
は
王
権
の
保
護
に
よ
っ
て
毛
織
物

産
業
が
復
興
し
た
が
、
王
立
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
で
生
産
さ
れ
た
の
は
レ
ヴ

ァ
ン
ト
向
け
毛
織
物
の
約
半
分
に
す
ぎ
ず
、
む
し
ろ
民
間
の
手
工
業
や
農
家
が

製
造
す
る
種
々
の
毛
織
物
に
よ
っ
て
成
長
が
促
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
伝
統
産
業
に
加
え
、
一
七
世
紀
後
半
か
ら
絹
産
業
が
新
た
に
台
頭
し
て

く
る
。
一
六
世
紀
に
ニ
ー
ム
で
生
ま
れ
た
絹
産
業
は
小
規
模
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
が
、
一
七
世
紀
後
半
か
ら
貴
族
と
上
層
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
を
中
心
に
奢
侈
品
が
流

行
っ
て
絹
需
要
が
増
大
し
、
絹
産
業
の
発
展
を
促
し
た）

43
（

。
コ
ル
ベ
ー
ル
は
こ
の

奢
侈
品
産
業
の
保
護
・
育
成
に
も
関
心
を
寄
せ
、
ル
・
ピ
ュ
イ
に
王
立
マ
ニ
ュ

フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
導
入
を
は
か
る
が
、
そ
の
試
み
は
住
民
の
反
対
に
よ
り
挫
折

し
て
い
る）

44
（

。
し
た
が
っ
て
、
絹
産
業
の
成
長
は
民
間
の
主
導
で
も
た
ら
さ
れ
た
。

な
お
、
桑
栽
培
は
ロ
ー
ヌ
川
以
西
の
ニ
ー
ム
、
ユ
ゼ
ス
、
ヴ
ィ
ヴ
ィ
エ
と
ト
ゥ

ー
ル
ー
ズ
の
近
郊
で
広
が
り
、
こ
の
二
つ
の
地
域
が
絹
産
業
の
中
心
地
と
な
っ

た
）
45
（

。

　

絹
織
物
の
最
大
の
産
地
と
な
っ
た
の
は
ニ
ー
ム
で
あ
る
。
コ
ル
ベ
ー
ル
は
国

内
産
業
保
護
策
の
一
環
と
し
て
絹
生
産
が
盛
ん
だ
っ
た
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
教
皇
領

か
ら
の
絹
輸
入
を
禁
じ
、
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
の
絹
産
業
は
不
振
に
陥
っ
た
。
失
業

し
た
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
の
職
人
の
多
く
を
受
け
入
れ
て
ニ
ー
ム
の
絹
産
業
は
急
成

長
し
、
一
六
八
一
年
に
一
一
〇
〇
の
絹
織
物
手
工
業
者
（
職
人
数
四
〇
〇
〇

人
）
を
抱
え
る
ほ
ど
に
な
る
。
そ
の
後
、
ナ
ン
ト
王
令
の
廃
止
で
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
の
多
か
っ
た
ニ
ー
ム
の
絹
産
業
は
大
打
撃
を
受
け
る
が
、
一
八
世
紀
初
め

に
は
立
ち
直
っ
て
再
成
長
を
遂
げ）

46
（

、
一
七
六
八
年
に
は
一
九
〇
〇
の
手
工
業
者

を
抱
え
て
い
た）

47
（

。
こ
の
よ
う
に
ニ
ー
ム
の
絹
織
物
が
成
功
を
収
め
た
の
は
、
価

格
の
手
頃
さ
と
製
品
の
多
様
性
に
あ
る
。
ビ
ュ
ラ
ト
と
い
う
低
価
格
の
絹
と
羊

毛
の
交
織
物
で
発
展
し
た
ニ
ー
ム
の
絹
織
物
業
は
、
タ
フ
タ
や
サ
テ
ン
と
い
っ

た
純
絹
織
物
の
製
造
に
も
乗
り
出
し）

48
（

、
顧
客
の
嗜
好
を
先
取
り
す
る
豊
富
な
品

揃
え
を
誇
っ
た
。
一
七
四
〇
年
代
の
絹
織
物
の
総
生
産
量
は
四
万
反
に
の
ぼ
る

が
、
特
に
需
要
が
大
き
か
っ
た
の
は
絹
毛
交
織
物
の
パ
プ
リ
ン）

49
（

、
ビ
ュ
ラ
ト
、

お
よ
び
純
絹
織
物
の
タ
フ
タ
で
あ
っ
た）

50
（

。
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
も
一
七
世
紀
後
半
か

ら
グ
リ
ゼ
ッ
ト
と
い
う
絹
毛
交
織
物
を
製
造
し
て
、
ニ
ー
ム
に
次
ぐ
絹
織
物
の

産
地
と
な
り）

51
（

、
一
七
四
〇
年
代
の
グ
リ
ゼ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
絹
織
物
の
総

生
産
量
は
二
万
反
を
超
え
て
い
る）

52
（

。
そ
の
他
、
一
七
六
八
年
に
は
モ
ン
プ
リ
エ
、

ナ
ル
ボ
ン
ヌ
、
ラ
ヴ
ォ
、
ル
・
ピ
ュ
イ
で
も
小
規
模
な
が
ら
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ

ュ
ア
が
存
在
し
た）

53
（

。
こ
れ
ら
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
産
絹
織
物
は
、
国
内
だ
け
で
は
な

く
、
諸
外
国
、
ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
も
広
く
流
通
し
た
。

　

絹
織
物
以
上
に
顧
客
を
集
め
た
の
が
絹
小
物
で
あ
る
。
ニ
ー
ム
、
ユ
ゼ
ス
、

ア
レ
で
は
靴
下
、
帽
子
、
下
着
な
ど
の
編
み
物
製
品
が
、
ア
レ
で
は
リ
ボ
ン
、

ル
・
ピ
ュ
イ
で
は
レ
ー
ス
が
製
造
さ
れ
て
い
た
。
な
か
で
も
靴
下
産
業
は
成
長

が
著
し
く
、
一
七
〇
六
年
に
は
ニ
ー
ム
だ
け
で
八
七
〇
の
手
工
業
者
が
数
え
ら

れ
て
い
た
が）

54
（

、
一
七
四
四
年
ま
で
に
ニ
ー
ム
、
ユ
ゼ
ス
、
ア
レ
で
五
一
〇
〇）

55
（

、

一
七
六
八
年
に
は
そ
れ
以
外
の
地
域
も
加
わ
り
一
万
と
倍
増
し
た）

56
（

。
靴
下
の
素
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材
に
は
絹
、
綿
、
羊
毛
の
三
つ
が
あ
っ
た
が
、
な
か
で
も
高
価
な
絹
製
靴
下
が

ス
ペ
イ
ン
と
そ
の
植
民
地
に
大
き
な
市
場
を
獲
得
し
た
。
一
七
六
八
年
に
製
造

さ
れ
た
二
〇
万
足
の
う
ち
三
分
の
二
が
絹
製
で
あ
り
、
そ
の
九
〇
％
が
カ
デ
ィ

ス
と
ス
ペ
イ
ン
領
ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
輸
出
さ
れ
、
残
り
は
国
内
で
消
費
さ
れ

た
）
57
（

。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
は
一
七
世
紀
後
半
か
ら
繊
維
産
業

で
繁
栄
し
た
。
そ
の
契
機
は
王
権
の
産
業
・
貿
易
振
興
策
に
あ
っ
た
が
、
同
産

業
の
成
長
に
は
、
世
界
へ
開
か
れ
た
港
で
あ
る
ボ
ル
ド
ー
と
マ
ル
セ
イ
ユ
と
の

つ
な
が
り
や
、
地
場
産
業
の
発
展
を
担
っ
た
地
元
の
手
工
業
者
の
活
動
が
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
。
特
に
ニ
ー
ム
の
よ
う
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
都
市
は
、
王

権
の
保
護
を
受
け
な
い
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
そ
の
宗
教
政
策
に
翻
弄
さ
れ
な
が

ら
も
、
産
業
を
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
多
様
な
担
い
手
は
、
市
場
ニ

ー
ズ
に
応
え
、
ま
た
先
取
り
す
る
豊
富
な
製
品
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
国
内
、

諸
外
国
、
ア
メ
リ
カ
植
民
地
へ
と
販
路
を
広
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
地
域
に

根
差
し
た
手
工
業
は
都
市
か
ら
農
村
へ
と
広
が
り
、
農
村
工
業
と
し
て
発
展
し

た
。
こ
う
し
た
農
村
工
業
の
展
開
を
可
能
と
す
る
重
要
な
条
件
の
ひ
と
つ
が
、

諸
産
業
に
携
わ
る
人
々
の
食
糧
需
要
を
満
た
せ
る
だ
け
の
穀
物
生
産
の
増
大
で

あ
る
。

（
三
）
穀
倉
地
帯
の
形
成

　

ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
で
諸
産
業
が
活
発
に
な
る
数
十
年
前
の
一
六
三
〇
年
代
、

オ
・
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
に
は
穀
倉
地
帯
が
形
成
さ
れ
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た
余
剰
は
、

バ
・
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
は
も
ち
ろ
ん
、
フ
ラ
ン
ス
各
州
、
諸
外
国
、
ア
メ
リ
カ
植

民
地
に
も
供
給
さ
れ
、
各
地
で
食
糧
問
題
の
改
善
に
寄
与
し
て
い
た
。
こ
の
よ

う
な
穀
物
生
産
の
増
大
に
は
、「
新
大
陸
」
の
農
産
物
の
導
入
が
深
く
関
係
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
ン
テ
ィ
ル
諸
島
産
イ
ン
デ
ィ
ゴ
の
流
通
で
ラ
ン
グ
ド

ッ
ク
産
パ
ス
テ
ル
の
栽
培
は
減
少
す
る
が
、
パ
ス
テ
ル
に
代
わ
っ
て
「
新
大

陸
」
か
ら
伝
わ
っ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
栽
培
が
始
ま
り
、
穀
物
の
余
剰
が
生
ま

れ
た
の
で
あ
る
。

　

青
色
染
料
の
原
料
と
な
る
パ
ス
テ
ル
の
葉
は
、
一
六
世
紀
前
半
に
は
ト
ゥ
ー

ル
ー
ズ
、
ア
ル
ビ
、
カ
ル
カ
ソ
ン
ヌ
を
結
ぶ
ロ
ラ
ゲ
地
域
の
三
角
地
帯
に
お
い

て
生
産
さ
れ
、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
主
要
な
輸
出
品
と
な
っ
た
。
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク

産
パ
ス
テ
ル
は
、
大
西
洋
側
の
ボ
ル
ド
ー
や
バ
イ
ヨ
ン
ヌ
を
介
し
て
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
、
フ
ラ
ン
ド
ル
へ
、
地
中
海
側
の
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
や
エ
グ
＝
モ
ル
ト
を
介
し

て
マ
ル
セ
イ
ユ
、
イ
タ
リ
ア
都
市
、
ス
ペ
イ
ン
へ
と
販
路
を
見
出
し
、
そ
の
取

引
で
繁
栄
し
た
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
は
赤
レ
ン
ガ
の
建
築
群
に
彩
ら
れ
た
「
バ
ラ
色

の
町
」 «L

a
 v

ille ro
se»

に
生
ま
れ
か
わ
っ
た
。
し
か
し
、
一
七
世
紀
に
ア
ン
テ

ィ
ル
諸
島
か
ら
よ
り
安
価
な
イ
ン
デ
ィ
ゴ
が
流
入
し
、
染
料
と
し
て
広
く
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
パ
ス
テ
ル
貿
易
は
衰
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る）

58
（

。

　

こ
の
よ
う
に
パ
ス
テ
ル
栽
培
が
後
退
す
る
と
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
栽
培
が
始
ま
る
。
一
五
〇
〇
年
に
「
新
大
陸
」
か
ら
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
に
も

た
ら
さ
れ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
を
通
っ
て
一
七
世
紀
初
め
に

ア
キ
テ
ー
ヌ
と
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
に
伝
え
ら
れ
、
一
六
三
七
年
一
〇
月
五
日
に
初

め
て
ロ
ラ
ゲ
地
域
の
小
都
市
カ
ス
テ
ル
ノ
ダ
リ
の
市
場
に
登
場
し
て
い
る
。
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
ま
ず
ロ
ラ
ゲ
地
域
で
パ
ス
テ
ル
に
代
わ
っ
て
栽
培
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
そ
の
栽
培
地
域
は
オ
・
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
に
徐
々
に
拡
大
し
た
。
こ

の
新
た
な
雑
穀
が
住
民
の
食
糧
や
家
畜
の
餌
と
し
て
消
費
さ
れ
た
た
め
、
オ
・

ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
で
は
小
麦
を
は
じ
め
と
す
る
穀
物
の
余
剰
が
生
ま
れ
、
輸
出
が
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可
能
に
な
っ
た）

59
（

。

　

こ
う
し
て
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
で
は
州
全
体
と
し
て
穀
物
が
多
く
産
出
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
が
、
穀
物
需
給
の
状
況
は
地
域
毎
に
異
な
っ
て
い
た
。
一
七
五
〇
年

の
各
司
教
区
に
お
け
る
人
口
、
穀
物
収
穫
量
、
需
要
量
か
ら
、
余
剰
分
と
不
足

分
の
比
率
を
算
出
し
た
の
が
表
一
で
あ
る）

60
（

。
こ
れ
を
見
る
と
、
オ
・
ラ
ン
グ
ド

ッ
ク
の
大
部
分
で
人
口
に
対
す
る
穀
物
供
給
量
が
十
分
で
、
余
剰
も
生
ま
れ
て

い
た
。
主
要
な
穀
物
生
産
地
で
あ
る
ア
ル
ビ
、
バ
・
モ
ン
ト
バ
ン
、
サ
ン
＝
パ

プ
ー
ル
（
カ
ス
テ
ル
ノ
ダ
リ
）
の
各
司
教
区
で
は
、
収
穫
量
が
住
民
の
需
要
量

を
大
き
く
上
回
り
、
余
剰
分
は
周
辺
地
域
や
他
州
に
供
給
さ
れ
た
。
例
え
ば
サ

ン
＝
パ
プ
ー
ル
司
教
区
に
お
け
る
小
麦
、
ラ
イ
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
総
収
穫

量
一
〇
万
八
二
五
〇
ス
チ
エ
は
、
総
人
口
二
万
八
一
二
〇
人
に
必
要
な
量
六
万

四
六
五
〇
ス
チ
エ
を
は
る
か
に
上
回
っ
た
（
図
三
）。
住
民
が
消
費
し
な
い
約

四
〇
％
に
の
ぼ
る
余
剰
穀
物
は
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
や
バ
・
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
に
と

ど
ま
ら
ず
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
州
に
も
供
給
さ
れ
た
。
一
方
カ
ル
カ
ソ
ン
ヌ
司
教

区
で
は
収
穫
量
が
需
要
量
を
満
た
す
に
は
不
十
分
で
、
八
万
二
四
五
〇
ス
チ
エ

の
穀
物
が
不
足
し
て
お
り
、
毛
織
物
産
業
の
急
成
長
が
農
業
の
後
退
を
招
い
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る）

61
（

。

　

穀
倉
地
帯
を
形
成
す
る
オ
・
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
と
は
対
照
的
に
、
バ
・
ラ
ン
グ

ド
ッ
ク
で
は
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
と
ベ
ジ
エ
を
除
い
て
穀
物
が
不
足
す
る
傾
向
に
あ
っ

た
。
特
に
繊
維
産
業
の
中
心
地
で
あ
る
ニ
ー
ム
、
ア
レ
、
マ
ン
ド
の
各
司
教
区

や
、
葡
萄
酒
の
産
地
で
あ
る
モ
ン
プ
リ
エ
司
教
区
で
は
自
給
率
が
低
か
っ
た）

62
（

。

ま
た
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
バ
・
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
で
は
あ
ま
り
普
及
せ
ず
、
ほ
と

ん
ど
栽
培
さ
れ
な
か
っ
た）

63
（

。
穀
物
の
不
足
分
を
補
う
も
の
と
し
て
、
一
部
の
地

域
で
は
栗
や
「
新
大
陸
」
伝
来
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
食
糧
と
し
て
消
費
さ
れ
て
い

表 1　1750年ラングドックにおける穀物の余剰と不足

司教区 人口 収穫量
（スチエ）

需要量
（スチエ）

余剰（％）：
移出先

不足（％）：
供給元

アルビ 100,000 520,000 450,000
70,000（13,5％）:

ACDE

バ・モントバン  29,000 191,000 159,000
32,000（16,8％）:

CDE

サン＝パプール  28,120 108,250  64,650
43,600（40,3％）:

ACF

カルカソンヌ  55,000 161,550 244,000
82,450（51％）:

B

ナルボンヌ  36,000 160,500  69,500
91,000（56,7％）:

AF

モンプリエ  82,000 106,000 192,000
86,000（81,1％）:

BG

ニーム 100,000  82,060 120,000
37,940（46,2％）:

BFH

アレ 100,000  25,700 133,900
108,200（421％）:

ADG

マンド 122,900 377,500 450,000
72,500（19,2％）:

G

Aバ・ラングドック　Bオ・ラングドック　Cトゥールーズ　Dルエルグ　Eボルドー
Fプロヴァンス　Gオーヴェルニュ　Hブルゴーニュ

出典：AD Hérault, C 46, État des grains en 1750.



46

た
）
64
（

。

　

こ
の
よ
う
な
自
給
率
の
地
域
間
格
差
が
広
が
っ
た
一
因
と
し
て
、
葡
萄

畑
の
増
加
が
考
え
ら
れ
る
。
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
で
は
一
六
世
紀
か
ら
各
地
で

葡
萄
栽
培
が
行
わ
れ
て
き
た
。
一
七
世
紀
後
半
の
不
況
に
よ
り
葡
萄
畑
は

減
少
す
る
が
、
売
れ
残
っ
た
葡
萄
酒
か
ら
ブ
ラ
ン
デ
ー
が
製
造
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
こ
の
新
し
い
ア
ル
コ
ー
ル
商
品
は
、
セ
ッ
ト
商
事
会
社
が
オ

ラ
ン
ダ
に
輸
出
し
た
の
を
契
機
と
し
て
北
欧
諸
国
に
販
路
を
見
出
し
、
ラ

ン
グ
ド
ッ
ク
の
葡
萄
酒
生
産
を
再
び
活
気
づ
け
た）

65
（

。
ま
た
、
オ
リ
ー
ブ
畑

の
減
少
も
葡
萄
畑
の
拡
大
を
促
し
た
。
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
で
は
一
七
〇
九
年

の
冷
害
に
よ
り
オ
リ
ー
ブ
畑
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
生
育
に
時
間
の

か
か
る
オ
リ
ー
ブ
の
木
の
代
わ
り
に
葡
萄
の
木
を
植
え
る
地
主
が
増
加
し

た
の
で
あ
る）

66
（

。

　

そ
れ
で
も
、
一
八
世
紀
前
半
は
、
食
糧
確
保
の
懸
念
か
ら
一
七
三
一
年

の
王
令
な
ど
で
葡
萄
の
苗
木
の
植
え
つ
け
を
禁
じ
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
、

葡
萄
畑
の
拡
大
は
抑
制
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
住
民
の
間
で
は
法
を
無

視
し
た
苗
木
の
植
え
つ
け
が
相
次
ぎ
、
一
七
五
〇
年
代
に
は
王
権
に
よ
る

規
制
が
撤
廃
さ
れ
、
そ
れ
以
降
、
葡
萄
畑
は
急
速
に
拡
大
し
て
い
っ
た）

67
（

。

ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
産
の
葡
萄
酒
と
ブ
ラ
ン
デ
ー
は
、
内
陸
を
通
っ
て
ボ
ル
ド

ー
へ
、
ま
た
セ
ッ
ト
か
ら
地
中
海
を
渡
っ
て
、
諸
外
国
や
ア
ン
テ
ィ
ル
諸

島
へ
輸
出
さ
れ
、
一
八
世
紀
後
半
に
そ
の
取
引
量
は
急
増
し
た）

68
（

。

　

一
八
世
紀
に
お
け
る
葡
萄
畑
の
拡
大
は
、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
農
業
構
造

を
変
容
さ
せ
た
。
ま
ず
、
一
七
〇
九
年
を
境
に
オ
リ
ー
ブ
の
木
の
大
部
分

が
消
滅
し
、
葡
萄
の
苗
木
が
こ
れ
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
。
ま
た
、
地
中
海

側
の
バ
・
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
う
ち
土
壌
が
穀
物
に
適
さ
な
い
地
域
は
、
葡

図 3　1750年ラングドックの穀物収穫量

出典：AD Hérault, C 2880; C 2923.
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萄
栽
培
に
特
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
八
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
モ
ン
プ
リ

エ
周
辺
地
域
は
三
分
の
一
が
葡
萄
畑
と
な
り
、
ロ
ー
ヌ
川
流
域
の
一
部
で
は
モ

ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
が
進
む
。
そ
の
一
方
で
、
肥
沃
な
土
壌
に
恵
ま
れ
た
内
陸
の

オ
・
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
で
は
、
葡
萄
栽
培
が
活
発
化
し
た
ガ
イ
ヤ
ッ
ク
を
例
外
と

し
て
、
む
し
ろ
穀
物
生
産
が
増
大
し
た）

69
（

。
こ
の
よ
う
な
農
地
の
棲
み
分
け
が
進

ん
だ
の
は
、
バ
・
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
だ
け
で
は
十
分
に
自
給
で
き
な
い
と
し
て
も
、

穀
倉
地
帯
か
ら
供
給
さ
れ
る
余
剰
穀
物
に
よ
っ
て
食
糧
が
確
保
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
七
・
一
八
世
紀
の
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
で
は
繊
維
産
業
と
農
業
が
共
に
盛
ん
と

な
り
、
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
済
成
長
は
、
地
域
内
に

お
け
る
繊
維
産
業
と
農
業
の
分
業
、
ま
た
商
品
作
物
と
基
礎
食
糧
作
物
と
の
分

業
が
成
立
し
た
こ
と
で
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三　

穀
物
市
場
と
食
糧
供
給

（
一
）
市
場
の
活
動

　

豊
か
な
穀
倉
地
帯
を
抱
え
る
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
に
と
っ
て
、
穀
物
は
地
域
住
民

の
食
糧
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
富
を
も
た
ら
す
輸
出
品
と
し
て
も
重
要
性
を

持
つ
よ
う
に
な
る
。
オ
・
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
余
剰
穀
物
は
、
繊
維
産
業
や
葡
萄

酒
製
造
に
従
事
す
る
人
口
の
多
い
バ
・
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
に
供
給
さ
れ
た
の
み
な

ら
ず
、
穀
物
の
不
足
す
る
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
州
や
、
諸
外
国
、
ア
メ
リ
カ
植
民
地

に
も
も
た
ら
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
穀
物
市
場
の
動
向
と
そ
こ
で

の
貿
易
商
人
の
役
割
に
焦
点
を
当
て
、
ど
の
よ
う
に
穀
物
が
流
通
し
、
食
糧
供

給
が
確
保
さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
実
態
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

市
場
は
地
域
の
余
剰
生
産
物
の
交
換
の
場
と
し
て
生
成
し
、
中
世
か
ら
都
市

の
多
く
が
こ
の
市
場
を
中
心
と
し
て
形
成
・
発
展
し
て
き
た
。
た
だ
し
、
十
分

の
一
税
や
小
作
料
と
し
て
徴
収
さ
れ
た
分
は
領
主
が
保
有
し
て
お
り
、
商
人
が

領
主
か
ら
直
接
買
い
つ
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
た
め
、
市
場
で
全
て
の
余
剰
が
取

引
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
穀
物
市
場
の
活
動
を
観
察
す
る
こ
と

で
、
穀
物
の
流
通
経
路
と
供
給
状
況
を
一
定
程
度
把
握
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。

　

一
七
六
〇
年
代
に
地
方
長
官
が
行
っ
た
調
査
に
基
づ
き
、
各
司
教
区
に
存
在

し
た
穀
物
市
場
の
数
を
地
図
上
に
示
し
た
の
が
図
四
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

穀
物
市
場
の
地
理
的
分
布
に
は
次
の
ふ
た
つ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る）

70
（

。
ま
ず
、
多

く
の
市
場
が
地
中
海
、
河
川
、
運
河
と
い
っ
た
水
路
の
近
く
に
立
地
し
て
い
る
。

重
い
穀
物
の
輸
送
に
は
船
が
最
も
適
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る）

71
（

。
ま
た
、
一
部
の

地
域
を
例
外
と
し
て
各
司
教
区
に
穀
物
市
場
は
一
カ
所
な
い
し
数
カ
所
し
か
な

い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
旧
来
の
小
規
模
な
市
場
が
減
少
し
、
い
く
つ
か
の
都
市

に
市
場
機
能
が
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
分
布
の
特
徴
を
理
解
す
る
に
は
、
穀
物
市
場
の
機
能
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
穀
物
市
場
は
域
外
へ
の
移
輸
出
を
担
う
対
外
市
場
と
、
域
内

に
販
売
先
が
限
ら
れ
た
地
域
市
場
に
大
別
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
市
場
は
、

周
辺
地
域
の
生
産
者
か
ら
穀
物
を
集
め
て
分
配
す
る
役
割
を
持
つ
も
の
と
、
地

域
の
余
剰
を
住
民
に
販
売
す
る
も
の
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
機
能
を
持
つ

市
場
の
う
ち
、
対
外
市
場
を
中
心
に
地
域
市
場
の
統
合
・
集
約
化
が
進
み
、
そ

の
一
方
で
住
民
へ
の
販
売
に
限
ら
れ
た
一
部
の
地
域
市
場
も
存
続
し
て
い
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　

穀
物
市
場
の
相
互
に
つ
く
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
特
徴
は
、
地
域
に
よ
っ
て
異

な
っ
て
い
た
。
ま
ず
、
穀
倉
地
帯
と
海
港
で
は
、
移
輸
出
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
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ー
ク
が
形
成
さ
れ
た
。
対
外
市
場
は
、
州
外
へ
の
穀
物
の
移
輸
出
を
担
う

こ
と
か
ら
、
大
西
洋
と
地
中
海
を
結
ぶ
主
要
な
水
路
の
近
く
に
存
在
し
た
。

地
域
市
場
の
多
く
は
、
こ
れ
ら
の
対
外
市
場
に
従
属
し
な
が
ら
、
生
産
者

か
ら
穀
物
を
集
め
て
分
配
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
関
わ
ら
な
い
地
域
市
場
も
あ
っ
た
が
、
小
規
模
で
数
が
少
な
か
っ
た
。

　

オ
・
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
で
は
、
バ
・
モ
ン
ト
バ
ン
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
、
サ

ン
＝
パ
プ
ー
ル
の
各
司
教
区
に
対
外
市
場
が
存
在
し
た
。

　

ガ
ロ
ン
ヌ
川
で
ボ
ル
ド
ー
に
つ
な
が
る
バ
・
モ
ン
ト
バ
ン
司
教
区
に
は
、

大
西
洋
に
向
け
た
対
外
市
場
が
、
ガ
ロ
ン
ヌ
川
に
近
い
カ
ス
テ
ル
サ
ラ
ザ

ン
と
タ
ル
ン
川
沿
い
の
ヴ
ィ
ル
ミ
ュ
ー
ル
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
か

ら
、
熱
帯
の
気
候
に
耐
え
う
る
良
質
な
小
麦
が
ボ
ル
ド
ー
を
介
し
て
ア
ン

テ
ィ
ル
諸
島
な
ど
へ
輸
出
さ
れ
た）

72
（

。

　

ガ
ロ
ン
ヌ
川
と
ミ
デ
ィ
運
河
の
分
岐
点
に
位
置
す
る
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
司

教
区
に
は
、
ボ
ル
ド
ー
と
マ
ル
セ
イ
ユ
に
穀
物
を
移
出
す
る
た
め
の
対
外

市
場
が
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
、
タ
ル
ン
川
と
ガ
ロ
ン
ヌ
川
に
は
さ
ま
れ
た
フ

ロ
ン
ト
ン
、
ガ
ロ
ン
ヌ
川
沿
い
の
オ
ト
リ
ー
ヴ
、
ミ
デ
ィ
運
河
沿
い
の
ヴ

ィ
ル
フ
ラ
ン
シ
ュ
に
開
か
れ
、
そ
の
他
に
も
四
つ
の
ブ
ー
ル
と
四
つ
の
村

に
地
域
市
場
が
あ
っ
た
。
オ
・
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
穀
物
取
引
の
中
心
地
で

あ
る
こ
れ
ら
の
市
場
は
、
隣
接
す
る
諸
司
教
区
か
ら
穀
物
の
供
給
を
受
け

て
い
た
。
な
か
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
ア
ル
ビ
司
教
区
で
あ

り
、
地
域
市
場
が
六
カ
所
あ
る
な
か
で
、
一
カ
所
を
除
い
て
対
外
市
場
に

寄
与
し
て
い
た
。
そ
の
中
核
的
拠
点
と
な
っ
た
ア
ル
ビ
の
地
域
市
場
に
は
、

タ
ル
ン
川
流
域
で
生
産
さ
れ
た
穀
物
が
集
め
ら
れ
、
陸
路
で
ト
ゥ
ー
ル
ー

ズ
や
バ
・
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
へ
、
コ
ル
ド
の
地
域
市
場
を
通
っ
て
ル
エ
ル
グ

図 4　ラングドックの司教区と穀物市場

出典：AD Hérault, C 2908, État de marchés, vers 1760;  PÉLAQUIER, E., op. cit.
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へ
、
タ
ル
ン
川
沿
い
の
ガ
イ
ヤ
ッ
ク
、
リ
ス
ル
、
ラ
バ
ス
タ
ン
の
地
域
市
場
を

経
由
し
て
モ
ン
ト
バ
ン
や
ボ
ル
ド
ー
へ
供
給
さ
れ
た
。

　

ミ
デ
ィ
運
河
の
途
上
に
位
置
す
る
サ
ン
＝
パ
プ
ー
ル
司
教
区
に
は
、
大
西
洋

と
地
中
海
の
交
易
の
十
字
路
を
な
す
カ
ス
テ
ル
ノ
ダ
リ
に
唯
一
の
対
外
市
場
が

開
か
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
は
ロ
ラ
ゲ
地
域
や
隣
接
す
る
諸
司
教
区
の
穀
物
が
集

め
ら
れ
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
、
バ
・
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
州
に
供
給

さ
れ
た
。

　

地
中
海
側
の
バ
・
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
に
関
し
て
は
、
穀
物
移
輸
出
を
担
う
海
港

セ
ッ
ト
、
ア
グ
ド
、
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
の
活
動
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
対
外
市
場
が

機
能
し
て
い
た
。

　

ミ
デ
ィ
運
河
の
出
口
の
近
く
に
位
置
す
る
ベ
ジ
エ
司
教
区
に
は
、
プ
ロ
ヴ
ァ

ン
ス
州
に
向
け
た
対
外
市
場
が
ベ
ジ
エ
に
開
か
れ
て
お
り
、
周
辺
地
域
や
オ
・

ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
か
ら
穀
物
が
集
め
ら
れ
て
、
ア
グ
ド
や
セ
ッ
ト
の
港
か
ら
マ
ル

セ
イ
ユ
に
移
出
さ
れ
た
。
そ
の
他
に
住
民
向
け
の
地
域
市
場
が
二
カ
所
存
在
し

た
。

　

ミ
デ
ィ
運
河
か
ら
陸
路
と
ロ
ビ
ー
ヌ
運
河
で
地
中
海
に
出
る
こ
と
が
で
き
た

ナ
ル
ボ
ン
ヌ
司
教
区
に
は
、
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
に
対
外
市
場
が
開
か
れ
て
お
り
、
そ

れ
以
外
に
住
民
向
け
の
地
域
市
場
が　

三
つ
の
ブ
ー
ル
と
七
つ
の
村
に
設
け
ら

れ
て
い
た
。
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
は
バ
・
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
穀
物
取
引
の
中
心
地
で
あ

り
、
周
辺
地
域
や
オ
・
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
か
ら
穀
物
が
集
め
ら
れ
、
バ
・
ラ
ン
グ

ド
ッ
ク
の
住
民
に
供
給
さ
れ
る
か
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
州
、
ル
シ
ヨ
ン
州
、
ス
ペ

イ
ン
に
移
輸
出
さ
れ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
バ
・
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
穀
物
自
給
率
の
低
い
地
域
で
は
、
住

民
の
食
糧
供
給
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
地

域
に
は
対
外
市
場
が
な
く
、
地
域
市
場
が
住
民
の
食
糧
需
要
を
満
た
す
不
可
欠

な
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
れ
ら
の
市
場
で
は
、
地
域
の
余
剰
だ
け
で
は
な
く
、

他
の
司
教
区
や
州
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
穀
物
も
販
売
さ
れ
た
。
葡
萄
畑
の
広
が

る
モ
ン
プ
リ
エ
司
教
区
は
穀
物
自
給
率
が
低
か
っ
た
が
、
モ
ン
プ
リ
エ
と
リ
ュ

ネ
ル
の
市
場
は
、
オ
・
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
か
ら
の
穀
物
を
バ
・
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の

住
民
に
供
給
し
て
い
た
。
ま
た
、
ロ
ー
ヌ
川
以
西
に
位
置
し
、
繊
維
産
業
の
盛

ん
な
セ
ヴ
ェ
ン
ヌ
や
ヴ
ィ
ヴ
ァ
レ
の
諸
司
教
区
も
、
穀
物
の
自
給
は
不
可
能
で

あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
ユ
ゼ
ス
、
ニ
ー
ム
、
ア
レ
の
各
司
教
区
ま
で
は
オ
・
ラ

ン
グ
ド
ッ
ク
の
穀
物
が
リ
ュ
ネ
ル
や
ボ
ケ
ー
ル
を
経
由
し
て
流
通
し
て
い
た
が
、

よ
り
内
陸
に
入
っ
た
ヴ
ィ
ヴ
ィ
エ
、
ル
・
ピ
ュ
イ
、
マ
ン
ド
の
各
司
教
区
ま
で

は
届
か
ず
、
ロ
ー
ヌ
川
で
つ
な
が
る
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
州
や
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
州

か
ら
穀
物
の
供
給
を
受
け
て
い
た
。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
穀
物
自
給
率
の
低
い
バ
・
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
で
は
、

住
民
へ
の
食
糧
供
給
を
目
的
と
し
た
地
域
市
場
が
比
較
的
多
く
存
続
し
た
が
、

そ
れ
以
外
の
穀
倉
地
帯
と
穀
物
輸
出
港
の
あ
る
地
域
で
は
、
ボ
ル
ド
ー
と
マ
ル

セ
イ
ユ
、
諸
外
国
、
植
民
地
に
穀
物
を
移
輸
出
す
る
た
め
に
市
場
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
再
編
成
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
穀
倉
地
帯
か
ら
の
供
給
は
、

地
域
住
民
だ
け
で
は
な
く
他
州
や
諸
外
国
、
大
西
洋
の
植
民
地
に
も
向
け
ら
れ

て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
大
規
模
化
す
る
穀
物
流
通
を
支
え
た
の
は
貿
易
商
人
た

ち
で
あ
る
。

（
二
）
貿
易
商
人
と
穀
物
流
通

　

一
大
穀
倉
地
帯
を
抱
え
る
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
貿
易
商
人
は
、
州
内
外
で
の
穀

物
流
通
を
担
う
こ
と
で
、
各
地
の
食
糧
供
給
に
不
可
欠
な
役
割
を
果
た
し
た
。
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商
人
が
生
産
者
か
ら
買
い
取
っ
た
穀
物
は
、
州
内
の
市
場
で
販
売
さ
れ
る
か
船

に
積
み
込
ま
れ
、
ガ
ロ
ン
ヌ
川
か
ら
ボ
ル
ド
ー
、
そ
し
て
大
西
洋
へ
、
ま
た
ナ

ル
ボ
ン
ヌ
、
ア
グ
ド
、
セ
ッ
ト
の
港
か
ら
地
中
海
へ
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
商
人
が
穀
物
取
引
を
行
う
環
境
は
、
様
々
な
貿
易
障
壁
が
あ
っ

た
た
め
に
複
雑
を
極
め
た
。
中
世
か
ら
領
主
、
都
市
、
州
の
多
く
は
、
流
通
す

る
商
品
に
対
し
て
独
自
の
通
行
税
を
課
し
て
き
た
。
こ
れ
に
介
入
し
た
の
が
王

権
で
あ
り
、
コ
ル
ベ
ー
ル
は
一
六
六
四
年
に
州
間
の
交
易
の
自
由
と
統
一
関
税

の
導
入
を
試
み
た
。
し
か
し
、
こ
の
措
置
の
対
象
範
囲
に
含
ま
れ
た
の
は
王
国

内
一
五
州
だ
け
で
、
九
つ
の
「
外
国
と
み
な
さ
れ
る
州
」
で
は
独
自
の
通
行
税

が
維
持
さ
れ
、
三
つ
の
「
外
国
と
し
て
扱
わ
れ
る
州
」
と
三
カ
所
の
自
由
港
で

は
外
国
と
の
交
易
が
継
続
さ
れ
た
。
南
フ
ラ
ン
ス
で
は
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
、
プ
ロ

ヴ
ァ
ン
ス
、
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
が
「
外
国
と
み
な
さ
れ
る
州
」
に
、
マ
ル
セ
イ
ユ

が
自
由
港
に
属
し
て
い
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
州
や
港
の
間
で
は
「
外
国
」
と
し

て
取
引
が
行
わ
れ
た）

73
（

。

　

さ
ら
に
、
王
権
は
臣
民
の
食
糧
確
保
の
観
点
か
ら
、
王
国
か
ら
の
穀
物
流
出

を
防
ぐ
た
め
に
、
輸
出
入
の
許
可
や
禁
止
、
関
税
の
操
作
、
輸
出
時
の
申
告
手

続
き
の
義
務
づ
け
な
ど
に
よ
っ
て
穀
物
貿
易
を
規
制
し
た）

74
（

。
一
八
世
紀
半
ば
に

な
る
と
、
穀
物
に
対
す
る
通
行
税
の
一
部
廃
止
（
一
七
三
九
年
）
や
、
国
内
外

の
穀
物
取
引
の
自
由
（
一
七
六
三
│
一
七
六
四
年
、
一
七
七
四
年
）
に
向
け
た

規
制
緩
和
の
動
き
も
見
ら
れ
た
が
、
王
権
に
よ
る
操
作
は
革
命
前
夜
ま
で
続
く

こ
と
に
な
る）

75
（

。

　

こ
う
し
た
制
約
が
あ
る
な
か
で
も
、
穀
物
生
産
の
豊
か
な
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
に

は
州
外
へ
の
移
輸
出
が
度
々
許
可
さ
れ
、
商
人
は
そ
の
流
通
を
担
っ
た
。
ま
ず
、

一
六
九
八
年
に
地
方
長
官
の
命
令
で
、
ガ
ロ
ン
ヌ
川
と
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
、
ア
グ
ド
、

セ
ッ
ト
の
港
か
ら
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
州
、
ド
フ
ィ
ネ
州
、
王
国
諸
州
へ
の
移
出

が
許
可
さ
れ）

76
（

、
ま
た
一
七
〇
一
年
に
は
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
、
ア
グ
ド
、
そ
の
他
の
港

か
ら
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
州
、
王
国
諸
州
、
ス
ペ
イ
ン
と
イ
タ
リ
ア
へ
と
、
そ
の

範
囲
は
拡
大
し
た）

77
（

。
さ
ら
に
、
一
七
〇
三
年
の
国
王
顧
問
会
議
裁
決
は
、
ラ
ン

グ
ド
ッ
ク
の
豊
作
に
よ
り
生
じ
た
過
度
の
余
剰
穀
物
を
処
理
す
る
た
め
、
外
国

へ
の
輸
出
を
免
税
と
し
て
い
る）

78
（

。
つ
ま
り
、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
穀
物
は
、
不
作

に
よ
り
移
輸
出
が
禁
止
さ
れ
た
数
年
を
除
い
て
、
他
州
や
諸
外
国
に
流
通
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
穀
物
の
主
な
移
輸
出
先
は
、
一
七
世
紀
は
ボ
ル
ド
ー
で
あ

っ
た
が
、
一
七
世
紀
末
に
ミ
デ
ィ
運
河
が
建
設
さ
れ
て
か
ら
は
地
中
海
側
の
比

重
が
高
ま
り
、
穀
物
の
不
足
す
る
バ
・
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
州
、

ス
ペ
イ
ン
へ
の
供
給
が
重
要
性
を
増
し
た）

79
（

。
こ
の
こ
と
は
、
史
料
の
残
る
一
七

三
三
年
と
一
七
八
八
年
の
穀
物
移
輸
出
記
録
か
ら
確
認
で
き
る
。
以
下
で
は
、

各
年
の
一
│
九
月
に
つ
い
て
、
穀
物
の
輸
出
状
況
を
比
較
検
討
す
る
。

　

ま
ず
、
一
七
三
三
年
の
記
録
は
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
州
の
食
糧
不
足
に
対
す
る
特

別
措
置
が
取
ら
れ
た
時
期
に
あ
た
り
、
同
州
に
向
け
た
移
出
に
限
ら
れ
る
。
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
州
で
は
一
七
世
紀
に
穀
物
が
不
足
し
、
外
部
か
ら
の
供
給
に
依
存

す
る
よ
う
に
な
る
。
マ
ル
セ
イ
ユ
は
レ
ヴ
ァ
ン
ト
地
方
と
北
ア
フ
リ
カ
、
イ
タ

リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
穀
物
を
輸
入
し
て
い
た
が
、
ラ
ン
グ

ド
ッ
ク
か
ら
の
供
給
に
も
頼
っ
て
い
た）

80
（

。
一
七
三
〇
年
代
に
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
州

で
不
作
に
よ
る
食
糧
不
足
が
生
じ
、
王
権
が
他
州
か
ら
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
州
へ
の

移
出
を
免
税
と
し
た
際
に
は）

81
（

、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
港
か
ら
多
く
の
穀
物
を
受
け

入
れ
て
い
る
。
な
お
、
一
七
三
三
年
一
│
九
月
に
お
け
る
穀
物
輸
出
量
を
見
る

と
、
主
要
な
穀
物
輸
出
港
は
ア
グ
ド
（
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
三
港
総
計
の
五
五
％
、
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以
下
同
じ
）
と
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
（
三
二
％
）
で
あ
り
、
セ
ッ
ト
の
役
割
は
小

さ
い
（
図
五
）。
こ
れ
ら
の
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
諸
港
か
ら
マ
ル
セ
イ
ユ
、
ト

ゥ
ー
ロ
ン
、
モ
ナ
コ
な
ど
の
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
州
の
諸
港
に
穀
物
が
輸
送
さ

れ
た
の
で
あ
る）

82
（

。

　

次
に
、
一
七
八
八
年
の
記
録
は
、
通
常
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
時
期

の
も
の
で
あ
る）

83
（

。
こ
れ
を
見
る
と
、
ア
グ
ド
の
移
出
先
は
マ
ル
セ
イ
ユ
だ

け
だ
が
、
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
と
セ
ッ
ト
は
ス
ペ
イ
ン
へ
も
輸
出
し
て
い
る
。
ス

ペ
イ
ン
で
は
一
七
世
紀
か
ら
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
穀
物
が
流
通
し
て
、
一
八

世
紀
に
は
主
要
な
輸
出
先
と
な
る
。
な
お
、
一
七
八
八
年
一
│
九
月
に
お

け
る
穀
物
輸
出
で
は
、
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
（
五
一
％
）
が
ア
グ
ド
（
三
八
％
）

に
上
回
っ
て
い
る
。
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
の
再
興
は
、
一
七
八
七
年
に
ジ
ョ
ン
ク

シ
ョ
ン
運
河
が
完
成
し
た
こ
と
で
穀
物
流
通
が
活
発
化
し
、
ス
ペ
イ
ン
と

の
関
係
も
強
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
促
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る）

84
（

。

　

ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
港
が
他
州
や
諸
外
国
の
穀
物
供
給
に
果
た
す
役
割
は
、

一
八
世
紀
に
急
速
に
拡
大
し
た
。
実
際
、
各
港
か
ら
の
輸
出
量
を
一
七
三

三
年
と
一
七
八
八
年
そ
れ
ぞ
れ
九
カ
月
間
に
つ
い
て
比
較
す
る
と）

85
（

、
三
港

合
計
で
は
四
・
三
倍
に
、
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
に
限
る
な
ら
七
倍
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
穀
物
輸
出
港
の
急
成
長
の
背
景
に
は
、
後
背
地
に
お
け
る
穀
物

生
産
量
の
増
加
が
あ
っ
た
。
一
七
四
四
年
の
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
生
産
量
は

五
二
五
〇
万
キ
ロ
グ
ラ
ム
だ
っ
た
が
、
一
七
六
八
年
に
は
三
億
四
四
〇
〇

万
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
六
・
五
倍
に
な
っ
て
い
る
。
穀
物
生
産
が
活
発
化
し
た

の
は
、
ま
ず
運
河
の
建
設
と
市
場
の
再
編
成
で
内
陸
の
穀
物
流
通
が
円
滑

化
さ
れ
、
ま
た
一
八
世
紀
半
ば
か
ら
穀
物
取
引
の
規
制
緩
和
が
始
ま
っ
て
、

州
外
へ
の
販
路
が
拡
大
し
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

図 5　ラングドックの港からの穀物輸出量

出典：AD Hérault, C 2880; C 2923.



52

　

こ
の
よ
う
に
穀
物
輸
出
を
担
っ
て
い
た
貿
易
商
人
た
ち
は
、
地
域
住
民
の
食

糧
の
確
保
の
た
め
に
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
か
。
こ
の
問
い
に
答

え
る
に
は
、
都
市
の
食
糧
供
給
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
な
調
査
が
必
要
だ
が
、
一

七
七
二
年
に
実
施
さ
れ
た
穀
物
を
扱
う
商
人
の
調
査
か
ら
、
商
人
の
類
型
と
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
あ
る
程
度
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

　

貿
易
商
人
は
、
自
己
資
金
で
活
動
す
る
独
立
し
た
商
人
と
、
商
事
会
社
か
ら

の
派
遣
商
人
に
分
類
さ
れ
る）

86
（

。
オ
・
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
穀
倉
地
帯
や
地
域
市
場

の
な
い
セ
ッ
ト
と
ア
グ
ド
の
海
港
に
は
、
派
遣
商
人
が
多
か
っ
た
。
派
遣
商
人

は
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
持
た
ず
、
穀
物
移
輸
出
で
利
益
を
得
る
こ
と
を
優
先

す
る
傾
向
に
あ
っ
た
た
め
、
時
に
不
信
感
を
も
っ
て
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
ア

ル
ビ
司
教
区
で
は
商
人
の
大
部
分
が
穀
物
の
移
出
を
担
っ
た
。
ア
ル
ビ
の
商
人

四
名
の
う
ち
、
一
名
は
住
民
の
食
糧
供
給
に
寄
与
す
る
独
立
し
た
商
人
だ
っ
た

が
、
二
名
は
ル
エ
ル
グ
や
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
に
穀
物
を
移
出
し
て
お
り
、
も
う
一

名
は
「
監
視
が
必
要
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ガ
イ
ヤ
ッ
ク
の
商
人
四
名
中
、
二

名
が
「
注
意
が
必
要
な
」、
な
い
し
「
信
頼
で
き
な
い
」
派
遣
商
人
で
あ
っ
た

し
、
ラ
バ
ス
タ
ン
の
商
人
一
名
は
ボ
ル
ド
ー
の
商
事
会
社
の
た
め
に
活
動
す
る

派
遣
商
人
で
あ
っ
た）

87
（

。

　

こ
れ
に
対
し
、
バ
・
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
、
ベ
ジ
エ
、
モ
ン
プ
リ

エ
で
は
、
大
部
分
が
独
立
し
た
商
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
地
元
商
人
は
日
常
的

に
住
民
へ
の
穀
物
供
給
を
担
い
、
大
き
な
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
海
港
と

地
域
市
場
の
機
能
を
持
つ
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
で
は
、
商
人
一
三
名
の
う
ち
九
名
が

「
信
頼
に
値
す
る
」
独
立
し
た
商
人
で
あ
り
、
残
る
四
名
は
派
遣
商
人
で
あ
っ

た
）
88
（

。
実
際
、
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
の
商
人
は
食
糧
不
足
の
際
に
市
と
連
携
し
て
穀
物
供

給
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
し
て
の
連
帯
感
を
持
っ
て
活
動
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
七
五
〇
年
五
月
に
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
が
食
糧
不
足
に
陥
っ

た
際
に
は
、
地
元
の
穀
物
商
人
パ
ス
カ
ル
が
、
市
参
事
会
の
要
請
を
受
け
て
、

住
民
の
食
糧
供
給
に
必
要
な
穀
物
を
セ
ッ
ト
ま
で
買
い
つ
け
に
行
っ
て
い
る）

89
（

。

　

フ
ラ
ン
ス
と
そ
の
植
民
地
に
お
け
る
分
業
が
進
み
、
一
部
の
地
域
で
輸
入
に

頼
ら
な
け
れ
ば
十
分
な
食
糧
を
確
保
で
き
な
く
な
る
に
つ
れ
、
異
な
る
地
域
間

の
相
互
依
存
関
係
は
よ
り
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
諸
地
域

を
結
び
つ
け
た
の
は
貿
易
商
人
で
あ
り
、
そ
の
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
こ
そ
が
地

域
の
食
糧
供
給
の
生
命
線
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

か
つ
て
中
世
地
中
海
貿
易
で
繁
栄
し
た
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
港
は
、
海
上
商
業

の
中
心
が
大
西
洋
に
移
っ
て
も
、
世
界
貿
易
港
の
マ
ル
セ
イ
ユ
と
ボ
ル
ド
ー
と

密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
、
独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
い
っ
た
。
地
中
海
の
伝
統
的

な
レ
ヴ
ァ
ン
ト
市
場
が
復
興
し
、
ま
た
大
西
洋
の
世
界
市
場
が
興
隆
す
る
な
か

で
、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
で
は
ふ
た
つ
の
海
を
結
び
つ
け
る
た
め
の
内
陸
の
水
路
が

整
備
さ
れ
、
水
路
に
沿
っ
て
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
に
加
え
、
セ
ッ
ト
と
ア
グ
ド
が
台
頭

し
た
。
こ
れ
ら
の
港
は
、
世
界
貿
易
港
に
様
々
な
輸
出
品
を
供
給
す
る
役
割
を

果
た
す
よ
う
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
港
の
新
た
な
活
動
は
、
内
陸
の
後
背
地
の
経

済
成
長
を
促
し
た
。
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
諸
産
業
は
、
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
諸
国
、
さ
ら
に
は
レ
ヴ
ァ
ン
ト
地
方
や
ア
メ
リ
カ
植
民
地
で
広
く
顧

客
を
獲
得
し
、
そ
の
需
要
に
応
え
る
た
め
に
、
一
八
世
紀
に
は
都
市
か
ら
農
村

部
に
至
る
ま
で
各
地
で
繊
維
製
品
の
作
業
所
が
活
況
を
呈
し
た
。
こ
れ
は
、
穀

倉
地
帯
の
生
産
者
と
、
穀
物
の
流
通
・
取
引
を
担
う
貿
易
商
人
の
活
動
に
支
え
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ら
れ
て
い
た
。
新
大
陸
の
作
物
の
導
入
が
田
園
風
景
を
変
容
さ
せ
、
ト
ゥ
ー
ル

ー
ズ
か
ら
カ
ス
テ
ル
ノ
ダ
リ
に
至
る
地
域
に
は
麦
畑
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
が
広

が
る
一
方
で
、
モ
ン
プ
リ
エ
や
ロ
ー
ヌ
川
以
西
で
は
葡
萄
畑
が
拡
大
し
て
い
っ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
経
済
構
造
を
な
す
諸
地
域
間
の
距
離
は
交
易
路
の
整
備

に
よ
っ
て
縮
小
し
、
穀
物
を
州
内
、
他
州
、
諸
外
国
、
ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
流

通
さ
せ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
編
成
が
進
ん
だ
。
そ
し
て
、
貿
易
商
人
た
ち
の

多
く
は
、
商
売
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
住
民
の
食
糧
供
給
の
た
め
に
も
、
様
々

な
貿
易
障
壁
に
も
関
わ
ら
ず
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
穀
物
流
通
を
担
っ
た
の
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
南
フ
ラ
ン
ス
で
商
品
経
済
が
進
展
す
る
に
つ
れ
、
一
部

の
地
域
は
次
第
に
食
糧
を
移
輸
入
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
一
方

で
、
一
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
全
体
と
し
て
、
食
糧
問
題
が
解
決
し
て
は
お
ら
ず
、

た
び
た
び
不
作
に
よ
る
食
糧
不
足
と
物
価
高
が
生
じ
、
穀
物
自
給
率
の
低
い
地

域
で
は
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
穀
物
貿
易
が

活
発
な
南
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
一
八
世
紀
後
半
に
食
糧
問
題
を
焦
点
と
し
て
、
市

場
と
政
治
の
関
わ
り
方
が
問
い
直
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
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